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ま
ち
の
政
治
を
み
つ
め
よ
う

政
治
学
級
合
同
研
修
報
告

演
　
題
『
協
働
の
ま
ち
づ
く
り(

街
づ
く

り
適
齢
期
と
は)

』

参
加
し
た
82
人
が
、
蓼
原

た
で
ば
ら

典
明
先
生

の
話
に
真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
※
が
地
域
住
民
に
有
益
な

事
業
を
起
こ
す
と
い
う
観
点
か
ら
、
街

づ
く
り
適
齢
期(

シ
ニ
ア
・
団
塊
世
代)

が
、
街
を
活
性
化
さ
せ
る
チ
ャ
ン
ス
で

は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は「
元
気
が
出
て
き
た
」

と
い
う
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。
研
修
で

学
ん
だ
こ
と
を
今
後
の
活
動
に
生
か
し

た
い
と
思
い
ま
す
。(

ち
た
る
会
・
符
阪

秀
子)

※
Ｎ
Ｐ
Ｏ
＝
福
祉
・
環
境
・
国
際
協
力
な
ど

社
会
的
課
題
に
市
民
が
主
体
的
に
取
り
組
ん

で
い
る
民
間
非
営
利
組
織

福
岡
市
の
ゴ
ミ
を
一
手
に
引
き
受
け

て
い
る
施
設
を
、
22
人
が
視
察
し
ま
し

た
。
一
番
興
味
を
引
い
た
の
は
発
泡
ス

チ
ロ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
※
で
し
た
。
発

泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の
箱
に
腐
葉
土
、
生
ゴ

ミ
を
入
れ
、
米
糠
を
混
ぜ
て
ふ
た
を
し

ま
す
。
数
日
す
る
と
生
ゴ
ミ
が
堆
肥
に

な
っ
て
い
ま
す
。
身
近
な
と
こ
ろ
で
ち

ょ
っ
と
工
夫
す
れ
ば
、
資
源
の
再
利
用

が
で
き
、
家
庭
菜
園
や
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

と
楽
し
み
が
広
が
り
ま
す
。

ま
た
、
施
設
を
運
営
し
て
い
る「
エ

コ
ネ
ッ
ト
ふ
く
お
か
」
の
話
を
聞
き
、

新
た
に
ゴ
ミ
減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル
の
あ

り
方
な
ど
を
、
も
っ
と
考
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
し
た
。(

葦
の
会
・
古
家
崎

マ
リ
子)

※
コ
ン
ポ
ス
ト
＝
生
ゴ
ミ
処
理
容
器

私
た
ち
岡
垣
町
政
治
学
級
は「
ま
ち
の
政
治
を
み
つ
め
よ
う
」を
目
標
に
、
６
つ
の

学
級
で
自
主
学
習
や
合
同
研
修
を
し
た
り
、
他
市
町
村
と
交
流
し
た
り
し
て
、
政
治

と
私
た
ち
と
の
か
か
わ
り
を
学
習
し
て
い
ま
す
。

平
成
17
年
度
は
、
岡
垣
町
が
中
間
市
・
遠
賀
郡
四
町
選
挙
管
理
委
員
会
協
議
会
の

事
務
局
を
し
ま
し
た
の
で
、
岡
垣
町
で
研
修
会
の
内
容
を
検
討
し
、
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
の
町
の
学
習
活
動
を
併
せ
て
報
告
し
ま
す
。

（
平
成
の
会
・
石
田
洋
子
）

９
／
30

中
間
市
・
遠
賀
郡
四
町

選
挙
管
理
委
員
会
協
議
会
講
演
会

10
／
26

臨
海
工
場
・
リ
サ
イ
ク

ル
プ
ラ
ザ
視
察(

福
岡
市
箱
崎)

※
政
治
学
級
＝
正
式
名
称
は「
ま
ち
の
政
治
を

み
つ
め
よ
う
学
級
」。
政
治
に
対
す
る
正
し
い

理
解
を
深
め
る
た
め
、
選
挙
管
理
委
員
会
主

体
で
行
う
福
岡
県
独
自
の
学
習
ス
タ
イ
ル
。

指
導
学
級
と
自
主
学
級
が
あ
る
。

▼リサイクルプラザを視察。生ゴミはゴミではなく資源です。上手に発酵させれば、いやなにおいは
しません
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自
分
の
住
む
町
を
勉
強
し
よ
う
と
、

19
人
が
町
内
を
視
察
し
ま
し
た
。

岡
垣
町
は
海
や
山
の
大
き
な
自
然
に
恵

ま
れ
て
災
害
も
少
な
く
、
大
変
住
み
や

す
い
町
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
特

に
一
丁
溜
池
と
門
田
溜
池
、
岡
城
址
は

気
分
転
換
に
お
勧
め
の
場
所
で
す
。
ぜ

ひ
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。(

す
み

れ
会
・
黒
住
恵
美
子)

直
方
市
と
交
流
会
を
行
い
、
26
人
が

参
加
し
、
岡
垣
町
の
活
発
な
活
動
を
紹

介
し
ま
し
た
。

町
の
発
展
を
願
い
努
力
し
て
い
る
岡

垣
町
の
姿
勢
を
伝
え
ら
れ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
葦
の
会

の
メ
ン
バ
ー
が
み
か
ん
を
差
し
入
れ

し
、
岡
垣
の
農
産
物
の
ア
ピ
ー
ル
も
で

き
、
と
て
も
お
い
し
い
と
喜
ば
れ
ま
し

た
。(

さ
つ
き
会
・
矢
野
惠
子)

演
　
題
『
子
育
て
・
育
児
支
援
を
テ
ー

マ
と
し
た
Ｋ
Ｊ
法
の
習
得
』

70
人
が
参
加
し
、
他
市
町
の
政
治
学

級
生
や
九
州
女
子
短
大
の
生
徒
と
演
習

を
行
い
ま
し
た
。

永
渕
美み

法の
り

先
生
の
指
導
の
下
、
Ｋ
Ｊ

法
※
で
、
お
互
い
の
意
見
を
出
し
合
い
、

班
ご
と
に
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
世
代

を
超
え
た
交
流
や
多
く
の
参
加
者
と
意

見
交
換
が
で
き
、
大
変
有
意
義
で
し
た
。

(

マ
ジ
ッ
ク
・
フ
レ
ー
ズ
・
徳
永
辰
江)

※
Ｋ
Ｊ
法
＝
問
題
解
決
の
技
法
。
テ
ー
マ
に

関
す
る
思
い
や
事
実
を
単
位
化
し
、
グ
ル
ー

プ
化
と
抽
象
化
を
繰
り
返
し
て
統
合
し
、
最

終
的
に
構
造
化
し
て
状
況
を
は
っ
き
り
さ
せ
、

解
決
策
を
見
出
す
方
法

問
い
合
わ
せ

岡
垣
町
選
挙
管
理
委
員

会
へ

12
／
14

直
方
市
政
治
学
級
と
の
交
流
会

２
／
17

中
間
市
・
遠
賀
郡
四
町

選
挙
管
理
委
員
会
協
議
会
と
北
九

州
教
育
事
務
所
と
の
合
同
研
修
会

12
／
７
　
岡
垣
町
内
視
察

▲KJ法の習得のため、たくさんの意見を出し合いました

▲交流会では、活発な意見交換ができました

▲一丁溜池遊歩道は散歩に最適です



公表します　職員の給与・定員の状況 
　平成17年度の職員の給与・定員の状況をお知らせします。
　職員の給与は、国に準じて町条例・規則に定められ、毎年、
町議会の審議を経て人件費が決定され、職員に支給されて
います。今年度は、特別職の報酬改定と職員の給与改定が行
われましたので併せてお知らせします。 

　町では、平成18年度から構造改革プログラムに基づく給
与制度の見直しと職員定数の削減を行い、より一層の人件費
の抑制に努めます。 
※給与・定員の状況は紙面の都合上、内容を一部省略してい
ます。詳細は岡垣町公式ホームページに掲載しています。 

①特別職の報酬改定 （平成17年7月1日適用） 

①一般行政職 

②人事院勧告に基づく職員の給与改定（第5回岡垣町臨時会） 

(１) 人件費※１の状況（一般会計※２決算） 

(２) 職員給与費の状況（一般会計予算） 

 (１) 職員の平均年齢、平均給料月額※１・平均給与月額※２の状況 

特別職区分 

区分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 

改定項目 

年度 

年度 
給与費 

給　 料 職員手当 計（Ｂ） 期末・勤勉手当 
職員数 
（Ａ） 

一人当たり給与費 
Ｂ/Ａ 

歳出額（Ａ） 実質収支 人件費（Ｂ） 人件費率 （Ｂ/Ａ） 
住民基本台帳人口  
（年度末） 

改定内容 
改定前 改定後 改定率 

町　長 
助　役 
教育長 

岡垣町 42.5歳 349,703円 

国 

類似団体 

40.3歳 

42.7歳 

329,728円 

339,467円 

428,311円 

395,876円 

382,092円 

国 48.1歳 285,008円 

類似団体 46.9歳 280,757円 

316,350円 

405,777円 

381,455円 

②技能労務職 

(２) 職員の初任給の状況 

区分 

区分 

区分 

区分 職員数（人）※2構成比（％） 標準的な職務内容※1

経験年数区分 
10年以上～15年未満 15年以上～20年未満 20年以上～25年未満 

平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 

岡垣町 

一般 
行政職 

一般 
行政職 

大学卒 

大学卒 

8級 

7級 

6級 

5級 

4級 

3級 

2級 

1級 

11    

11    

42    

9    

34    

9    

6    

0   

9.0     

9.0     

34.4     

7.4     

27.9     

7.4     

4.9     

0.0    

177,400円 

309,445円 
283,257円 
243,500円 
─ 

366,466円 
313,816円 

─ 
─ 

393,427円 
358,200円 
301,300円 

─ 

148,500円 

190,200円 177,400円 190,200円 Ⅰ種：179,800円 Ⅱ種:170,700円 
Ⅰ種：198,600円 
Ⅱ種:184,400円 

160,200円 

148,500円 160,200円 

134,400円 143,300円 

148,500円 138,800円 148,500円 160,200円 

148,500円 160,650円 

─ ─ 

─ ─ 

─ ─ 

高校卒 

高校卒 
高校卒 
中学卒 

課長、室長、局長、参事 

課長、室長、局長、課長補佐、参事 

係長、所長、主査 

係長、所長、主査 

主任、保健師、保育士、司書、栄養士 

主事、技師、保健師、保育士、司書、栄養士 

主事、技師、保健師、保育士、司書、主事補、栄養士 

主事補、技師補、保健師、保育士、司書、主事補、栄養士 

高校卒 

中学卒 

技能 
労務職 

技能 
労務職 

岡垣町 郡内平均 国 

初任給 2年後の給料 初任給 2年後の給料 初任給 2年後の給料 

うち給食調理員 

39.9歳 303,891円 
334,935円 
326,839円 

39.9歳 303,891円 
334,935円 
326,839円 

304,130円 
315,869円 

給料月額 

扶養手当 

16

17 160 650,178 134,454 273,173 1,057,805 6,611

31,693人 8,128,385 263,858 1,503,764 18.5

期末・勤勉手当 

官民較差相当分 
の減額調整 

配偶者分引き下げ  
13,500円→13,000円 

4.4月→4.45月（勤勉手当0.05月増） 

0.3％引下げ 
819,000  
655,000  
613,000 

347,000  
305,000  
295,000  
285,000 

779,000  
629,000  
589,000 

337,000  
298,000  
288,000  
278,000 

△5％ 
△4％ 
△4％ 

△3％ 
△2.5％ 
〃 
〃 

議　長 
副議長 
委員長 
議　員 

給　料 

報　酬 

岡垣町特別職報酬等審議会の答申に基づき、改定(引き下げ)されました。 

※１　各級に該当する代表的な職務 
※２　岡垣町職員の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数 

※「─ 」は該当者なし 

※１　特別職に支給される給与・報酬、一般職職員に支給される給料・諸 
手当のほか、共済組合負担金、退職手当、公務災害補償費などを含む 
※２　町全体の予算から特別会計・水道事業会計などを差し引いたもの 
 

※表には特別会計・水道事業会計・下水道事業会計分を含まない。手当に 
は退職手当・児童手当を含まない 

※１　平成17年4月1日現在の職種ごとの職員の基本給の平均   
※２　給料月額と諸手当の合計。表の上段は全ての諸手当を含んだもの。下段は、国の平均給与 
月額には時間外勤務手当などが含まれないことから、比較のため国と同じように再計算したもの 

(平成17年12月1日適用)

（金額：千円、率：％） 

（金額：千円） 

官民較差相当分〔公務員と民間の給与を比較した差。
マイナス0.36％（－1,389円）で、公務員給与が民間
給与より高い〕を12月期末手当から減額。職員減額
平均：マイナス15,637円 

１　総括 

２　職員の平均給与月額、初任給などの状況 

３　一般行政職の級別職員数などの状況 

（平成17年4月1日現在） 

(３) 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況 

(１) 一般行政職の級別職員数の状況 

（平成17年4月1日現在） 

（平成17年4月1日現在） 

平成17年度給与改定状況 

給与・定員の状況 

（平成17年4月1日現在） 
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年度 区分 

区分 職員数※１ 

平成16年 平成17年 
対前年 
増減数 主な増減理由 

部門 

給
料 

報
酬 

期
末
手
当 

退
職
手
当 

給料月額など 区　分 

岡垣町 国 

岡垣町 

支給実績（平成16年度決算） 

支給実績 
支給職員１人当たり平均支給年額 

支給実績 
支給職員１人当たり平均支給年額 

平成16年度 

平成15年度 

手当名 

計画期間 

始期 

区分 平成16年 
計画前年 

平成17年 
1年目 

平成18年 
2年目 

平成19年 
3年目 

平成20年 
4年目 

平成17年～20年 
計 

（参考） 
数値目標 部門 

全部門 

186

△3 
3 
0 

186

△3 
3 

0（0％） 
186

減　員 
増　員 
差　引 
職員数 

終期 
数値目標 

内容・支給単価 国の制度 
との異同 

国の制度と 
異なる内容 

支給職員１人当たり 
平均支給年額 

（平成16年度決算） 

支給実績 
（平成16年度決算） 

支給対象地域 支給率 支給対象職員数 国の制度（支給率） 
支給職員1人当たり平均支給年額（平成16年度決算） 

国 

全職種 

16

職員数（Ａ） 179人 

19人 

19人 

181人 

10.6％ 

10.5％ 

比率（Ｂ／Ａ） 

普通昇給期間（12～24月）を短縮して昇給した 
職員数（Ｂ） 

職員数（Ａ） 

1人当たり 
平均支給額 

（平成16年度） 

平成16年度 
支給割合 

加算措置の 
状況 
 

職制上の段階、職務の級 
などによる加算措置 
･役職加算　5～15％ 

町　長 
助　役 
収入役 

町　長 
助　役 
収入役 

3.5月分　　役職加算　20％ 

3.5月分　　役職加算　20％ 

（算定方式及び支給時期） 
819,000円×在職月数×510／100　任期毎に支給 
655,000円×在職月数×300／100　任期毎に支給 

─ ─ 

─ 

町　長 
助　役 
収入役 

議　　会    
総　　務    
税　　務    
労　　働    
農林水産    
商　　工    
土　　木    
民　　生    
衛　　生    
小　　計   

教　　育    
警　　察    
消　　防    
小　　計　 
病　　院    
水　　道    
交　　通    
下 水 道    
そ の 他    
小　　計   

3     
56     
15     
    
8     
2     
12     
29     
16     
141    

22 
 
 

22 
 
7 
 

10 
7 
24 
 

22 
 
 

22 
 
7 
 

10 
7 
24

0 
 
 
0 
 
0 
 
0 
0 
0 
0

3     
53     
15     
    

10     
2     
12     
29     
17     
141    

0   
△3   
0   
   
2   
0   
0   
0   
1   
0  

819,000円 
655,000円 
　  ─  　円 

議　長 
副議長 
議　員 

議　長 
副議長 
議　員 

（平成16年度支給割合） 

347,000円 
305,000円 
285,000円 

915,000円／585,600円 
740,000円／550,800円 
699,000円／535,500円 

499,000円／295,000円 
430,000円／241,300円 
400,000円／210,900円 

（参考）類似団体の最高／最低額 

（支給率） 
勤続20年 
勤続25年 
勤続35年 
最高限度額 
1人当たり平均支給額※1 
そのほかの加算措置 
　定年前早期退職特例措置 

自己都合 
21.0月分 
33.75月分 
47.5月分 
59.28月分 
─ 千円 

勧奨・定年 
27.3月分 
42.12月分 
59.28月分 
59.28月分 
28,959千円 

29,744千円 

37,277千円 
259千円 

45,209千円 
314千円 

扶養 
手当 

同じ 21,324千円 

9,199千円 

13,301千円 

18,961千円 

310千円 

260,048円 

85,972円 

78,704円 

831,420円 

13,478円 同じ 

一部  
異なる 

一部  
異なる 

一部  
異なる 

住居 
手当 

通勤 
手当 

管理職 
手当 

休日 
勤務 
手当 

175,996円 

町内全域 

35人の純減 平成27年3月31日 平成17年4月1日 

4％ 0％ 169人 

自己都合 
21.0月分 
33.75月分 
47.5月分 
59.28月分 

勧奨・定年 
27.3月分 
42.12月分 
59.28月分 
59.28月分 

職制上の段階、職務の級 
などによる加算措置 
･役職加算　　5～15％ 
･管理職加算　10～25％ 

期末手当 
3.0月分 

（1.6）月分 

勤勉手当 
1.4月分 

（0.7）月分 

期末手当 
3.0月分 

（1.6）月分 

勤勉手当 
1.4月分 

（0.7）月分 

1,684千円 

比率（Ｂ／Ａ） 

普通昇給期間（12～24月）を短縮して昇給した 
職員数（Ｂ） 15

─ 

※１　前年度に退職した職種に係る職員に支給された平均額 
（自己都合退職者は該当なし） 

※１　一般職の職員数 
※２　〔　〕内は、条例で定められた職員数 
※３　定数条例に含まれない職員（教育長、派遣職員6人）を含むので、 
定数条例上の職員は180人 

※１　(　％)内の数値は、数値目標に対する進捗率 

(２) 定員適正化計画の数値目標・進捗状況(全職員対象)　 

　平成17年４月１日現在で186人の職員数を13人削減し、173 
人とする(削減率6.9％）。 

４　職員の手当の状況 

５　特別職の報酬などの状況 

６　職員数の状況 

 (２) 昇給期間短縮の状況 

(１)部門別職員数の状況と主な増減理由 

①定員適正化目標（数・率） 

③定員適正化計画の年次別進捗状況(実績)の概要(各年度の4月1日現在)

②平成22年４月１日現在の定員の数値目標 

 (１) 期末手当・勤勉手当 (　)は再任用職員に係る支給割合 

 (２) 退職手当 （平成17年4月1日現在） 

（平成17年4月1日現在） 

(３) 調整手当 （平成17年4月1日現在） 

(５) その他の手当 （平成17年4月1日現在） 

 (４) 時間外勤務手当 

配偶者13,000円、ほかの扶養親族2人ま
で6,000円（扶養親族でない配偶者があ
る場合は、1人目6,500円）。3人目からは
1人5,000円。満16歳年度始め～満22歳
年度末の子1人につき、5,000円加算 
①借家：月額12,000円以上の家賃のとき、
額に応じ27,000円を限度に支給  
②持家：住居を所有するとき、2,500円
を支給 

②国は新築・
購入の日から
5年を限度に
支給 

②距離区分と
その支給額が
相違 

①交通機関利用者には運賃などに応じ、
月最高55,000円を限度に支給  
②自家用車などの利用者には、通勤距離
に応じ月24,500円を限度に支給 

祝日法による休日・年末年始の休日の8：
30～17：00に勤務した職員に支給（時
間単価×135/100） 

管理監督職員に、給料月額に区分に応じ
た率を乗じた額を支給  
・グループリーダー： 20％ ・課長：15％・
課長補佐・参事：11％ ・人事秘書係長、
財政係長：10％ 

一
般
行
政
部
門 

公
営
企
業
会
計
部
門 

特
別
行
政
部
門 

事務の統廃合縮小に伴う減 

業務増（農業振興地域見直 
し）に伴う増 

そのほかの増 

187※3 187※3
合　　計 [ 185 ］※2 [ 185 ］※2

35人純減 
151

（2％～20％加算） （2％～20％加算） 

5
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岡垣町児童生徒表彰

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
た
児
童
生
徒

【
内
浦
小
学
校
】
○
１
年
生
＝
吉
田
龍

生
・
広
渡
悠
太
・
森
嶋
勇
太
・
池
田

葵
・

植
渉
・
麻
生
真
也
○
２
年
生
＝

川
原
莉
恵
・
白
石
聖
太
・
安
部
笑
夢
・

松
井
裕
茄
○
３
年
生
＝
宗
岡
徹
・
占
部

雄
大
・
樋
口
凛
斉
・
森
嶋
七
海
・
村
田

和
也
・
高
橋
青
・
麻
生
未
来
・
石
田
望

美
○
４
年
生
＝
田
中
則
行
○
５
年
生
＝

占
部
未
紗
・
麻
生
賢
也
○
６
年
生
＝
青

柳
竹
信
・
青
柳
遥
・
吉
田
優
介
・
玉
江

弘
平
・
石
田
美
咲
・
廣
渡
彩
・
竹
井
誠

登
・
佐
々
木
智
世
・
安
部
佳
憲
・
竹
井

樹【
海
老
津
小
学
校
】
○
１
年
生
＝
渡
邊

澪
・
濱

龍
之
介
・

地
美
穂
・
今
谷

亮
太
○
２
年
生
＝
白
石
祐
斗
・
早
田
隆

晴
・
小
谷
愛
美
・
小
田
光
流
・
今
井

翔
・
伊
藤
綺
莉
・
木
原
沙
也
○
３
年

生
＝
深
田
夏
希
・
青
木
卓
也
・
有
吉

陽
・
内
田
成
美
・
山
田
祐
里
奈
・
瀬
戸

拓
也
・
井
上
悠
太
・
米
丸
あ
か
り
・
鶴

田
智
美
○
４
年
生
＝
中
島
健
登
・
井
元

佑
梨
香
・
次
郎
丸
未
咲
・
川
野
京
介
・

楠
木
ま
ど
か
○
５
年
生
＝
瀬
戸
悠
揮
・

鶴
田
拓
也
・
濱

亜
美
・
安
川
恭
平
○

６
年
生
＝

瀬
雅
子
・
小
早
川
智
哉
・

渡
辺
匠
海
・
相
場
優
花
・
俵
口
愛

【
戸
切
小
学
校
】
○
２
年
生
＝
友
良
有

里
○
３
年
生
＝
徳
丸
達
希
・
鶴
田
寛

人
・
山
田
実
男
○
６
年
生
＝
徳
丸
亜
美

【
山
田
小
学
校
】
○
１
年
生
＝
牧
達

也
・
原
田
采
佳
・
田
中
希
実
・
重
留
啓

壱
・
宇
都
宮
颯
太
・
福
田
充
・
朝
倉
汐

海
・
小
倉
悠
介
・

田
若
菜
・
永
田
奏

春
・
山
本
瑠
香
・
江
口

怜
・
岡
村
咲

希
・
杉
本
結
衣
・
鶴
田
実
希
○
２
年

生
＝
福
島
千
広
・
都
留

健
・
長
田

陸
・
柿
木

玲
・
中
谷
圭
介
・
田
尻
咲

希
・
吉
村
哉
太
・
眞
崎

蒼
・
竹
本
亮

介
・
原
田
毬
愛
・
丹
下
和
也
・
平
田
彩

果
・
野
村
萌
華
○
３
年
生
＝
原
田
祐

輝
・
今
村
萌
・
小
方
穂
乃
佳
・
山

麻

里
・
下
垣
知
加
・
宮
木
涼
香
・
新
垣
有

芽
・
木
山

宗
・
神
谷
直
志
・
白
木
由

佳
・
児
玉
蒼
也
・
砂
田
航
平
・
国
乗
実

弥
○
４
年
生
＝
山
本
将
己
・
石
丸
太

一
・
国
乗
弥
幸
・
原
田
将
人
・
上
村
美

里
・
櫻
山
希
実
子
・
福
田
匠
・
○
５
年

生
＝
池
田

航
・
田
中
大
地
・
中
島
一

晟
・
井
上
静
里
奈
・
田
村
優
里
・
中
村

崇
哉
・
田
中
竜
之
介
・
竹
本
祐
介
・
本

山
彰
太
・
梶
谷
良
至
・
太
駄
崇
矩
○
６

年
生
＝
大
野
萌
・
川
越
直
子
・
田
中
健

太
・
太
駄
あ
か
ね
・
矢
越
千
尋
・
山

貴
文
・
前
田
紗
矢
香
・
中
嶋
一
裕
・
池

田
茜
・
堀
口
直
樹
・
若
林
紗
来
・
丹
下

若
菜
・
原
田
美
佐
・
山
本
鞠
花
・
西
口

達
也

【
吉
木
小
学
校
】
○
１
年
生
＝
森
本

章
・
世
戸
彩
里
・
瀬
戸
恒
治
郎
・
鳥

本

人
・
出
口
祐
貴
・
加
藤
稜
・
岩
崎

将
成
・
吉
田
信
太
・
塩
川
綾
乃
・
上
島

沙
瑛
・
河
合
春
菜
・
大
場
美
保
○
２
年

生
＝
小
崎
上
輔
・
川
原
康
平
○
３
年

生
＝
松
本
明
香
里
・
木
原
真
帆
・
有
川

春
佳
・
川
原
彩
○
４
年
生
＝
河
合
優

希
・
田
中
健
太
・
牧
元
珠
里
・
野
口
雄

太
○
５
年
生
＝
柳
瀬
百
合
華
○
６
年

生
＝
一
松
航
太

【
岡
垣
中
学
校
】
○
１
年
生
＝
吉
田
麻

香
・
浦
本
隼
○
２
年
生
＝
小
野
木
哲

大
・
竹
井
崇
史

【
岡
垣
東
中
学
校
】
○
１
年
生
＝

村

幸
輔
・
原
尚
子
○
２
年
生
＝
北
村
龍
・

石
田
崇
善
○
３
年
生
＝
鋤
崎
拓
海

特
別
な
事
例
に
よ
る
推
薦
児
童
生
徒

○
谷
口
愛
佳(

岡
垣
中
学
校)

岡
垣
中
学

校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ
に
３
年
間
を

通
じ
て
所
属
し
、
一
日
も
欠
か
さ
ず
水

曜
日
に
学
校
周
辺
の
ゴ
ミ
拾
い
を
行
っ

た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
た
グ
ル
ー

プ
・
団
体

◇
吉
木
ジ
ュ
ニ
ア
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー

ク
ル(

吉
木
小
学
校)

リ
ン
ク
プ
ル
運

動
・
点
字
・
花
植
え
・
恵
の
家
訪
問
な

ど
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
中
心
に
活
動
　

受
賞
者
名
○
３
年
生
＝
河
野
凪
紗
・
川

原
千
明
・
井
浦
雅
貴
・
麻
生
舜
・
柴
田

愛
理
・
坂
元
菜
月
・
小
川
美
穂
・
九
富

ち
は
る
・
松
本
忍
・
川
添
か
の
こ
○
４

年
生
＝
今
林
純
一
・
森
田
高
史
・
早
川

彩
花
・
木
村
友
美
・
植
杉
明
日
香
・
藤

岡垣町児童生徒表彰
岡垣町教育委員会では、平成15年度から、子ど

もの良いところをほめて伸ばしていくことを目的
に、岡垣町児童生徒表彰を実施しています。今年は
平成17年1月から12月までの活動に対し、331人の
児童生徒を表彰しました。

対　　象：小学校1年生～中学校3年生(2757人)
選考過程：児童生徒(ボランティア活動などの自己

申告)→担任教諭→学校長→豊かな心育
成推進委員会→教育委員会
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井
香
里
・
若
山
日
菜
子
・
山
崎
優
・
吉

田

蒼
・
矢
野

茜
・
和
田
嵯
依
子
・
木

山
浩
平
・
太
田
千
智
○
５
年
生
＝
亀
石

菜
波
・
井
浦
彩
夏
・
見
上
結
香
・
小
牧

歩
実
・
松
本
悠
汰
・
飯
盛
貴
裕
・
川
原

絵
梨
香
・
篠
原
拓
・
田
中
大
樹
○
６
年

生
＝
上
嶋

茜
・
林

美
季
・
梅
田
実

来
・
松
木
こ
の
み
・
篠
原
祐
太
・
太
田

萌
子
・
藤
井
夏
水
・
松
木
み
の
り
・
柴

田
春
奈
・
森
本
麻
菜
美

◇
岡
垣
中
学
校
生
徒
会
　
毎
日
昼
休
み

の
学
校
周
辺
の
清
掃
活
動

受
賞
者
名
○
１
年
生
＝
益
田
樹
・
安
川

萌
子
○
２
年
生
＝
本
田
尚
樹
・
中
西
賢

覚
・
俵
口
紗
季
・
四
辻
竜
也
・
久
野
安

理
紗
・
花
田
美
健
・
古
賀
敬
也
・
神
谷

亮
範
・
小
川
祐
樹
・
岩
崎

綾
・
井
上

華
・
兒
島
か
な
え
・
古
野
希
和

◇
岡
垣
中
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ

毎
週
水
曜
日
の
朝
７
時
40
分
か
ら
の
学

校
周
辺
の
通
学
路
を
中
心
に
ゴ
ミ
拾
い

活
動

受
賞
者
名
○
３
年
生
＝
竹
下
満
里
奈
・

大
羽
美
菜
子
・
酒
匂
香
奈
・
田
中
絵

里
・
河
井
翼
・
山
口
大
輝

◇
岡
垣
中
学
校
剣
道
部

学
校
周
辺
の

清
掃
活
動

受
賞
者
名
○
１
年
生
＝
本
田
将
真
・
平

雄
也
・
神
田
将
吾
○
２
年
生
＝
長
畑
成

貴
・

任
翔
太
・
市
川
麻
衣
○
３
年

生
＝
磯
部
龍
太
郎
・
吉
田
浩
史
・
中
村

圭
吾
・
寶
珠
山
夏
子
・
廣
田
雅
子
・
浦

川
直
子

◇
岡
垣
中
学
校
サ
ッ
カ
ー
部

毎
日
昼

休
み
の
学
校
周
辺
の
清
掃
活
動

受
賞
者
名
○
１
年
生
＝
魚
澄
祐
貴
・
坂

田
陸
・

山
聡
史
・
永
留
宏
一
郎
・
藤

井
翔
太
・
大
田
岳
洋
・
新
庄
伸
行
・
竹

内
和
也
・
村
田
佑
貴
・
尾
下
紘
太
・
篠

原
伸
・
田
島
充
泰
・
名
越
祐
太
朗
・
三

木
聖
人
・
和
渕
練
・
山
形
裕
貴
○
２
年

生
＝
金
本
武
・
穐
山
大
志
郎
・
津
々
木

智
之
・
生
田
康
平
・
藤
田
浩
貴
・
岩
見

真
人
・
小
畑
俊
介
・
竹
内
光
裕

◇
か
わ
せ
み
新
聞
編
集(

岡
垣
東
中
学

校)

山
田
小
学
校
で
行
わ
れ
て
い
る
山
田

夢
広
場
で
発
行
し
て
い
る「
か
わ
せ
み

新
聞
」の
取
材
、
編
集
、
発
行
を
行
っ

て
い
る
。

受
賞
者
名
○
１
年
生
＝
松
本
大
樹
○
２

年
生
＝
赤
城
有
紗
・
中
村
未
来
・
石
田

恵
理
・
平
山
ゆ
う
○
３
年
生
＝
仁
科
達

也
・
福
井
聡
一
郎

◇
子
ど
も
三
味
線
教
室(
各
学
校)

老
人

ホ
ー
ム
な
ど
慰
問
し
、
民
謡
を
唄
い
、

三
味
線
を
演
奏

受
賞
者
名

内
浦
小
○
１
年
生
＝
吉
田

明
生
・
松
丸
彩
美
○
３
年
生
＝
松
丸
愛

美
　
吉
木
小
○
２
年
生
＝
川
原
誉
瑛
○

３
年
生
＝
都
留
有
香
○
５
年
生
＝
田
嶋

勇
翔
　
海
老
津
小
○
２
年
生
＝
黒
木

奈
々
・
立
石
あ
か
り
○
４
年
生
＝
千
登

勢
妃
来
　
○
５
年
生
＝
花
田
心
・
大
野

由
美
子
　
山
田
小
○
４
年
生
＝
重
留
郁

美
・
大
林
奈
々
・
三
隅
彩
姫
○
５
年

生
＝
宮
原
瞳
　
岡
垣
中
○
１
年
生
＝
川

原
由
莉
・
郡
山
え
り
か
○
２
年
生
＝
小

森
友
貴
・
吉
田
彩
夏
　

岡
垣
東
中
○
２
年
生
＝
三
隅
翔
姫

地
域
か
ら
の
推
薦

◇
旭
中
区

吉
木
小
○

６
年
生
＝
立
石
牧
　
海

老
津
小
○
６
年
生
＝

北

自
然
・
松
本
知

明
・
松
石
直
弥
・
林
敬

太
郎
・
亀
石
晟
也

◇
塚
原
区

吉
木
小
○

１
年
生
＝
岩
永
郁
也
・

鎌
田
志
朗
○
２
年
生
＝

鎌
田
真
琴
・
吉
田
魁

星
・
木
下
東
風
○
３
年

生
＝
秀
野
竜
一
○
４
年

生
＝
吉
田
宗
禎
○
５
年

生
＝
山
崎
愛

◇
公
園
通
り
中
区

吉

木
小
○
６
年
生
＝
小
川

剛
士

◇
吉
木
区

岡
垣
中
○

１
年
生
＝
植
杉
み
ゆ

き
・
木
村
友
香
○
２
年

生
＝
小
田
健
二

◇
山
田
区

山
田
小
○

５
年
生
＝
鶴
林
真
法
・

田
仲
聖
奈
　
岡
垣
東
中

○
１
年
生
＝
田
仲
幸
奈

◇
旭
南
区

山
田
小
○
２
年
生
＝
柿
山

千
奈
子
○
４
年
生
＝
岡
崎
智
美
・
松
田

亮
○
６
年
生
＝
柿
山
結
衣
子
・
村

朱
々
子
　
岡
垣
東
中
○
２
年
生
＝
中
村

大
樹

問
い
合
わ
せ

社
会
教
育
課
へ
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植物画コンクールの中学生・高校生の部に岡垣町か
ら２人が入賞し、表彰されました。

植物画のコンクールで入賞
第10回福岡市植物園植物画コンクール

力武綾子さん(東松原区)が、満100歳の誕生日を迎え
られ、樋　町長から特別敬老祝金と御祝状が贈られま
した。これからもますます元気でお過ごしください。

祝100歳おめでとうございます
2/26特別敬老祝金贈呈

若松法人会から町に、10万円相当の図書が寄贈され
たことに対し、町から感謝状を贈呈しました。これら
の図書は、若松法人会が地域社会貢献活動としてチャ
リティーバザーを催したときの収益金を元に寄贈され
ています。
岡垣町の学習環境の充実を願って寄贈されたので、

多くの人が活用できるように、岡垣サンリーアイ図書
館に設置しました。

図書の寄贈に感謝状
2/22図書寄贈・感謝状贈呈

岡垣中学校で、ユニークな進路指導の授業が行われ
ました。講師には警察官、海上保安庁、スタイリスト、
サッカーコーチ、看護師、保育士、調理師、動物飼育
員、音楽家が招かれました。
職種は生徒のアンケートによって選ばれ、生徒は自

分が興味のある職業を2つ選び、熱心に話を聞きました。

将来の夢に近づいた？
2/23進路指導の授業「職業人に聞く」(岡垣中学校)

3月26日から行われる水泳の全国ジュニアオリン
ピックカップに、吉海由くん(高倉区)10歳が出場し
ます。種目は50メートル自由形と50メートルバタフ
ライです。吉海くんは、
5歳から水泳を習い始
め、つらい練習でも弱
音を吐かない努力家で
す。現在は、週に６日、
一日あたり3000メー
トルを泳ぎ、大会に向
けてがんばっています。

夢はオリンピック

▲海上保安庁の仕事の話を聞く生徒

吉海　由くん

福
岡
市
長
賞
　
「
ミ
ニ
ト
マ
ト
」

岡
垣
中
学
校
２
年
　
小
森
　
友
貴

福
岡
県
教
育
長
賞
　
「
イ
ヌ
ホ
オ
ズ
キ(

ナ
ス
科)

」

岡
垣
東
中
学
校
２
年
　
安
廣
　
佳
織
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岡垣町老人クラブ寿会連合会の会員12人と2クラブ
が、高齢者福祉の増進と地域社会に寄与した功績によ
り表彰されました。高齢者相互支援活動員表彰を受け
たのは県内では岡垣町の会員だけで、老人クラブの福
祉活動が活発であることが称えられました。(敬称略)
【県知事表彰】
｢老人クラブ会長賞｣松本繁(西高陽区)｢優良老人クラ
ブ｣西高陽区老人クラブ寿会(阿比留侃・西高陽区)
｢老人クラブ旭台寿会｣(大庭朋子・高尾区)｢高齢者相互
支援活動員｣谷岡重利(野間一区)松井榮吉(鍋田区)神谷正治(上高倉区)松崎吉次(南山田区)石井ツタ子(上海老津区)
假屋園ハル子(高陽区)岩崎トモ子(高陽区)安部幹夫(百合丘区)
【県老連会長表彰】
浦田勝(野間４区)原博(新海老津区)伊藤一雄(高陽区)

活発に活動しています
県知事表彰・県老連会長表彰受賞

▲大村文治さん

▲生徒は楽しみながらゴルフを学んでいます 感謝状を受け取
る小曽我さん

小中学生や家族連れ、地元のみなさんなどのボラン
ティアが275人参加し、2000本のクロマツ苗を植えま
した。
岡垣町の貴重な財産であり、シンボルでもある三里

松原は、県下で一番広い松林で、農作物や住民の生活
を塩害から守っています。

住民が守る　町のシンボル
２/19(日)ボランティア植樹(三里松原内吉木浜)

岡垣東中学校では、毎月行われる選択
体育に、ゴルフの授業を取り入れていま
す。これは、県内でもとても珍しい取り
組みです。今年度は11人の生徒が選択し、
町内の施設で、インストラクターに指導
を受けました。

夢はプロゴルファー!?
選択体育授業(岡垣東中学校)

故大村文治さんは高倉出身で、苦学の末にアメリカの大
学で日本語を教えたり、政府機関で文献の翻訳をしたりし、
その功績によりアメリカで市民権を獲得されました。また、
私財を投じて、昭和38年に大村文治奨学金制度を創設し、
郷土の多くの子どもたちに奨学金を提供されました。
今回、大村さんの思いを形に残そうという遺族の意志で、
岡垣中学校に図書と書架が寄贈されました。2月24日、遺
族の小曽我久子さんに伊藤校長が感謝状を贈り、生徒会長
の本田尚樹くんと図書委員長の岩崎綾さんがお礼の言葉を
述べました。

大村文治文庫ができました
２/24感謝状贈呈式(岡垣中学校)

精神障害者通所施設｢はまゆう共同作業所｣(遠賀中間
地域精神障害者家族会)が、精神障害に対する偏見や差
別解消するため、南山田区子供会と交流会をしました。
お互いに用意したプレゼントを交換したり、たこ焼

きや焼きそばを食べたりして、とても和やかな笑顔の
交流が進められました。

笑顔の交流
2/5遠賀中間地域精神障害者家族会交流会

▲写真上段左から阿比留さん、伊藤さん、浦田さん、原さん、谷
岡さん、松本さん、松井さん、神谷さん。下段左から石井さん、
大庭さん、岩崎さん、假屋園さん、松崎さん

▲
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サ
ン
リ
ー
ア
イ
俳
句
会(

昼
の
部)

木
洩
れ
日
を
こ
ぼ
す
せ
せ
ら
ぎ
春
の
川

矢
野
　
　
博

朝
霜
や
年
輪
著
き
土
留
杭

石
田
　
　
耕

枯
菊
の
焚
く
に
は
惜
し
き
濃
む
ら
さ
き

井
村
　
晴
代

ち
ら
と
底
濁
し
て
影
や
水
温
む

横
尾
　
淑
子

岡
垣
乳
垂
俳
句
会

曇
る
日
も
紅
を
深
め
て
藪
椿

小
西
　
き
く
え

梅
さ
か
り
枝
梳
く
風
の
古
墳
村

児
島
　
清
子

秘
佛
訪
ふ
野
梅
の
風
を
頬
に
う
け

長
畑
田
鶴
子

壇
の
浦
浪
に
寄
り
添
ふ
流
し
雛

山
中
き
よ
み

青
嶺
岡
垣
俳
句
会

涅
槃
図
の
月
に
か
か
り
し
金
の
雲

大
村
　
照
子

着
ぶ
く
れ
て
直
会
の
神
酒
ふ
ふ
み
け
り

岩
崎
　
要
子

大
釜
の
底
ま
で
乾
き
寒
明
く
る

岸
原
　
邦
代

記
念
樹
の
白
梅
今
を
真
盛
り近

藤
　
笑
香

青
葉
短
歌
会

冬
枯
れ
て
ひ
と
か
げ
絶
え
し
山
畑
に

主
人
待
つ
か
に
水
仙
香
る

南
里
　
和
昭

戸
襖
の
向
う
の
鼾
聞
き
乍
ら

安
ら
ぎ
て
ゆ
く
雪
の
降
る
夜

石
松
　
清
美

凍
て
つ
け
る
寒
さ
に
め
げ
ず
臘
梅
は

隣
家
の
庭
よ
り
よ
き
香
を
放
つ

橋
本
　
和
子

チ
ャ
イ
ム
鳴
り
出
り
出
づ
れ
ば
大
き
な
大
根
を

手
に
し
て
友
は
微
笑
み
て
立
つ

石
松
　
文
子

岡
垣
川
柳
会

底
抜
け
の
笑
顔
に
悩
み
近
付
け
ず

宇
都
宮
福
夫

夢
急
ぎ
投
資
も
増
え
る
宝
く
じ

大
堂
　
圏
治

捏
造
で
ノ
ー
ベ
ル
賞
の
夢
く
だ
け

馬
場
　
哲
哉

豪
雪
に
今
年
の
夢
も
埋
も
れ
気
味

野
中
よ
う
子

俳
句
・
短
歌
・
川
柳

俳
句
・
短
歌
・
川
柳

参加する人も読む人もみんな友達。このコーナーでひとつにな
って楽しもう！「どくしゃの私書箱」は、そんな願いを込めた読
者のページです。楽しかったこと、悲しかったことから地域の活
動まで、また、イラスト・4コマまんが・俳句・川柳などの作品
もお待ちしています。
応募先／〒811-4233岡垣町野間1丁目1番1号岡垣町役場地域づくり
課広報「どくしゃの私書箱」係
※住所・氏名（紙上匿名可）・年齢・電話番号をお忘れなく

八幡厚生年金受給者協会では、3月1日に八幡協会支部で
カラオケチャンピオン大会を行いました。参加者は57人で、
岡垣町からは5人が参加しました。そして、見事に金子宗敏
さん(旭西区)が優勝し、渡部義 さん(野間一区)が５位入賞
しました。
【写真と原稿は八幡厚生年金受給者協会遠賀郡評議員武田誠さんの提供】

カラオケ大会で優勝

戸切小学校では、全校生徒が一年間を通して英語を学習
しています。一年間の英語学習のまとめとして、3月9日に
全校児童・全職員で楽しい英語学習をしました。
この日は国際交流員のアドリアナさんも参加して、全校

児童がジェスチャーゲームや英会話リレーなどをしました。
英語を学ぶこの時間を、子どもたちは毎年楽しみにしてい
ます。【写真と原稿は戸切小学校の提供】

みんなで英語を楽しもう

金子　宗敏さん 渡部　義　さん
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応募者
に岡垣

町 

オリジ
ナル買

い物袋
 

を進呈
 

岡垣版 環境ISO家庭募集 
　地球の温暖化が進んでいます。国・地域を越えた取り組みが行われていますが、一人ひとりが自分のこととして考え、生
活の中で自分にできることから取り組むことが必要です。 
　岡垣町では平成15年にＩＳＯ14001の認証を取得し、環境保全の推進に努めています。今後、岡垣町の家庭全てが環
境のことを考えた生活習慣になるように、環境にやさしい取り組みを行う家庭を募集します。 

　環境に良い暮らしづくりをすることを宣言し、行動を記録
し、必要に応じて見直していきます。家庭でのエネルギー消
費量を減らして、温暖化の原因である二酸化炭素を減らし
ながら、電気代・水道代などの光熱水費を節約していきます。 

・照明などのスイッチは小まめに切る 
・水を流したままにしない 
・買い物はマイバッグを持参する 
・ゴミはリサイクルなどで減らす 
・ガスや灯油を効率よく使う 
・公共交通機関を利用する　　　など 

申し込み・問い合わせ 
環境共生課、情報プラザ人の駅、中央・東部・西部公民館にある 
申込書を環境共生課へ 

【ISO14001】国際標準化機構(ISO)が定めた環境マネジ
メントシステム規格で、環境保全に関する国際規格 

ISO家庭って何だろう？ ISO家庭が取り組むことの例 

家庭版環境ISO認定までの流れ 

募集期間 
4月1日(土)～30日(日)

申込書を提出 

取り組みの記録を開始※内容は別途に説明会を開催 

3か月後に取り組みを振り返り、見直しの記録書を提出 

6か月後に行動記録を提出（中間審査） 

1年後に1年分の行動記録を提出 

認定(環境優良家庭として町長が認定証を交付)

と　き 

4/19 
（水） 

4/20 
（木） 

4/21 
（金） 

4/25 
（火） 

4/26 
（水） 

4/27 
（木） 

ところ 

9：30～  9：50 
10：05～10：45 
11：00～11：30 

 

元松原区公民館 
東黒山消防車庫前 
山田区公民館 
 波津漁協前 
西部公民館 
手野区公民館 
 東部公民館 
中央公民館 
 町民総合グラウンド駐車場 
岡垣第一公園 
上畑施設改善センター前 
 桜公園 
古鍋田公園 
海老津台公民館 
 上戸切集会所 
西山田区公民館 
三吉団地区公民館 
高倉区公民館 
 中央公民館 
西部公民館 
西鉄団地井堀公園 
東部公民館 

13：30～13：50 
14：00～14：40 
14：50～15：20 

 10：00～11：00 
13：30～15：00 

 10：00～11：30 
13：30～14：10 
14：30～14：50 

 10：00～10：50 
11：00～11：40 
13：30～15：00 

 10：00～10：20 
10：40～11：10 
13：30～13：50 
14：10～15：00 

 10：00～10：45 
11：00～11：30 
13：30～14：10 
14：30～15：30 

犬の登録と狂犬病の予防注
射を行います。予防注射は毎
年必ず受けてください。犬を
飼う場合は、登録(生後3か月
以上)と予防注射を受けるこ
とが義務付けられています。
料　金
○登録料　3,000円
（鑑札代含む）
○注射料　3,050円
（済票代含む）
狂犬病の予防注射と登録をす
るときは
○犬の健康状態が分かる飼い
主(大人)が連れてきてくだ
さい
○期間中に注射を受けられな
かった場合は、かかりつけ
の動物病院で注射を受けて
ください
問い合わせ 環境共生課へ

おいしいお米を
食べませんか？

棚田オーナー募集

原地区の棚田で、減農薬栽培のコシヒカリを栽培

します。田んぼのオーナーになって、お米や枝豆を

食べてみませんか？

日常の管理は農家が行い、オーナーは休日に農家

と一緒に田植えや稲刈り、枝豆刈りを行います。収

穫したお米や枝豆は、オーナーにお渡しします(お米

は15キログラム程度）。

募 集 人 数 40組程度(先着順)

オーナー料 10,000円

申 込 期 間 3月27日(月)～4月14日(金)

田植え予定日 4月29日(祝)

稲刈り予定日 8月下旬

枝豆刈り予定日 10月上旬

申し込み・問い合わせ 農林水産課へ

愛犬と暮らす
みなさんへ
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理
・
洗
濯
・
掃
除
な
ど

の
生
活
体
験
や
自
然
体
験
、
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
行
い
な
が
ら
、
一
週

間
学
校
へ
通
い
ま
す
。

参
加
費

五
千
円

定
　
員

１
回
15
人
程
度

応
募
方
法

新
学
期
に
学
校
で
配
布
す

る
用
紙
を
４
月
13
日
(木)
ま
で
に
学
校
へ

問
い
合
わ
せ

通
学
合
宿「
夢
の
体
験

塾
」実
行
委
員
会(

田
和)

1
０
９
０
‐
５

２
８
８
‐
５
９
５
７
へ

町
内
を
回
り
な
が
ら
、
環
境(

生
物
・

水
・
ゴ
ミ
減
量
化
な
ど)

の
保
全
や
提
言

な
ど
を
行
う
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま

す
。

募
集
人
数

７
人

対
　
象

○
町
内
住
所
の
20
歳
以
上
の

人(

お
お
む
ね
70
歳
以
下)

○
２
か
月
に

１
回
程
度
の
会
議
に
出
席
で
き
る
人

報
告
事
例

○
ホ
タ
ル
や
め
ず
ら
し
い

植
物
や
鳥
を
見
た
○
ご
み
の
不
法
投
棄

を
発
見
○
知
ら
れ
て
い
な
い
す
ば
ら
し

課
税
さ
れ
て
い
る
土
地
・
家
屋
の
価

格
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

と
　
き

４
月
３
日
(月)
〜
５
月
31
日
(水)

と
こ
ろ

税
務
課

対
　
象

岡
垣
町
の
固
定
資
産
税
納
税
者

※
納
税
者
と
確
認
で
き
る
も
の(

免
許
証
な

ど)

と
印
か
ん
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ

税
務
課
へ

思
い
出
の
写
真
を
カ
レ
ン
ダ
ー
に
し

ま
す
。
簡
単
操
作
で
パ
ソ
コ
ン
初
心
者

で
も
安
心
で
す
。
こ
ど
も
の
日(

か
ぶ
と

や
こ
い
の
ぼ
り)

の
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト

の
展
示
・
配
布
も
行
い
ま
す
。

と
　
き

４
月
８
日
(土)
午
前
11
時
〜
午

後
４
時

申
し
込
み

当
日(

事
前
申
し
込
み
は
あ

り
ま
せ
ん)

持
っ
て
く
る
も
の

画
像
デ
ー
タ
・
写
真

問
い
合
わ
せ

情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅
へ

平
成
18
年
度
通
学
合
宿
参
加
者
を
募

12

募
　
　
集

ト
ラ
イ
し
ま
せ
ん
か
？
夢
の
体
験
塾

環
境
モ
ニ
タ
ー

臓
器
移
植
は
、
人
の
健
康
な
心
臓
や

肝
臓
な
ど
の
臓
器
を
移
植
す
る
も
の

で
、
臓
器
の
機
能
が
低
下
し
て
移
植
で

し
か
治
ら
な
い
人
に
は
有
効
な
治
療
法

で
す
。
臓
器
の
提
供
が
少
な
く
、
臓
器

不
全
に
苦
し
ん
で
い
る
人
は
多
数
い
ま

す
。岡

垣
町
で
は
、
臓
器
移
植
に
関
す
る

意
思
表
示
の
機
会
を
増
や
す
こ
と
で
、

み
な
さ
ん
の
臓
器
移
植
提
供
へ
の
理
解

を
呼
び
掛
け
る
と
と
も
に
、
臓
器
移
植

が
推
進
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
、
国
民

健
康
保
険
証
に
臓
器
提
供
意
思
表
示
欄

を
設
け
、
移
植
医
療
へ
の
理
解
を
深
め

る
た
め
の
取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。

意
思
表
示
欄
に
自
分
の
気
持
ち
を
記

入
し
、
臓
器
提
供
に
対
す
る
意
思
が
伝

え
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
な
お
、

臓
器
提
供
の
意
志
表
示
は
任
意
で
す
。

ま
た
、
保
険
証
以
外
で
の
意
思
表
示

に
使
え
る
よ
う
に
、
臓
器
提
供
意
思
表

示
カ
ー
ド
や
シ
ー

ル
を
住
民
課
と
健

康
福
祉
課
に
置
い

て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

住
民
課
へ

４
月
か
ら
、
麻
し
ん
と
風
し
ん
の
予

防
接
種
は
、
混
合
ワ
ク
チ
ン
を
１
歳
か

ら
２
歳
未
満
と
、
５
歳
以
上
７
歳
未
満

で
小
学
校
入
学
前
の
一
年
間
の
２
回
接

種
に
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
現
在
、
一
方
し
か
済
ん
で

い
な
い
児
童
は
、
４
月
以
降
も
う
一
方

の
接
種
は
、
法
律
に
基
づ
く
予
防
接
種

と
し
て
は
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
児
童
に
対
す
る
国
の
対

応
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
岡
垣
町
で
は
町

独
自
の
予
防
接
種
と
し
て
、
接
種
し
て

い
な
い
麻
し
ん
・
風
し
ん
の
接
種
を
行

い
ま
す
。

満
一
歳
の
児
童
は
、
平
成
18
年
度
に

限
り
、
町
が
指
定
す
る
医
療
機
関
で
受

け
ら
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

こ
ど
も
未
来
課

お
知
ら
せ

固
定
資
産
税
の
縦
覧

子
ど
も
の
病
気
予
防
し
ま
す

麻
し
ん
・
風
し
ん
予
防
接
種

国
民
健
康
保
険
証
に

臓
器
提
供
意
思
表
示
欄
を

役場・教育委員会 1282―1211
情報プラザ人の駅 1281―2005
こども未来館 1281―5501
東部公民館 1282―0035
中央公民館 1282―0162
西部公民館 1282―7476
町民武道館 1282―6111
岡垣サンリーアイ 1282―1515
社会福祉協議会 1283―2940
シルバー人材センター 1282―4688
いこいの里在宅介護支援センター

1283―0033
岡垣在宅介護支援センター 1282―5167
岡垣東部在宅支援センター 1282―5103

創
作
工
房
人
の
駅

つ
く
っ
て
み
よ
う
カ
レ
ン
ダ
ー



い
景
観
が
あ
る
　
な
ど

任
　
期

１
年

応
募
・
問
い
合
わ
せ

住
所
、
氏
名
、

生
年
月
日
、
電
話
番
号
、
環
境
問
題
に

関
す
る
考
え
な
ど
を
四
百
字
程
度
で
書

き
、
４
月
17
日
(月)
ま
で
に
環
境
共
生
課

へ
青
少
年
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
の
翼
の
団
員

を
募
集
し
ま
す
。

研
修
先

ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス

と
　
き

７
月
22
日
(土)
〜
８
月
18
日
(金)

の
う
ち
の
二
週
間
程
度(

事
前
研
修
・
事

後
研
修
あ
り)

対
　
象

○
ア
メ
リ
カ
＝
13
歳
〜
17
歳

○
イ
ギ
リ
ス
＝
15
歳
〜
17
歳

費
　
用

○
ア
メ
リ
カ
＝
七
万
円

○
イ
ギ
リ
ス
＝
八
万
円

※
別
途
必
要
経
費
あ
り
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香典返し寄付香典返し寄付

次
の
皆
様
か
ら
香
典
返
し
と
し
て

ご
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。
厚
く
お
礼

を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
故
人
の

ご
冥
福
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。（
２
月
受
付
分
ま
で
）

○
　
美
又
　
妙
子
　
様
（
戸
切
白
谷
）

故
　
美
又
　
歳
秋
　
様
　
79
歳

○
　
江
口
　
タ
ケ
　
様
（
東
山
田
）

故
　
江
口
惣
一
郎
　
様
　
86
歳

○
　
池
田
　
靜
江
　
様
（
東
高
陽
）

故
　
池
田
　
哲
寛
　
様
　
70
歳

○
　
久
門
　
文
代
　
様
（
東
山
田
）

故
　
久
門
　
　
男
　
様
　
57
歳

○
　
宮
本
　
紀
子
　
様
（
波
津
）

故
　
宮
本
　
裕
之
　
様
　
51
歳

○
　
内
田
　
末
高
　
様
（
戸
切
白
谷
）

故
　
内
田
美
智
子
　
様
　
70
歳

○
　
廣
渡
　
　
孝
　
様
（
新
海
老
津
）

故
　
廣
渡
惠
美
子
　
様
　
70
歳

○
　
松
本
ミ
ヨ
子
　
様
（
新
海
老
津
）

故
　
松
本
　
國
雄
　
様
　
78
歳

○
　
木
原
　
富
子
　
様
（
海
老
津
）

故
　
木
原
　
伴
三
　
様
　
94
歳

○
　
伊
豆
　
照
子
　
様
（
吉
木
）

故
　
伊
豆
　
一
水
　
様
　
91
歳

○
　
村
田
　
文
子
　
様
（
西
高
陽
）

故
　
村
田
　
　
剛
　
様
　
77
歳

○
　
長
濱
　
直
代
　
様
（
旭
南
）

故
　
長
濱
　
　
薫
　
様
　
57
歳

○
　
岩
崎
　
弘
子
　
様
（
西
黒
山
）

故
　
岩
崎
　
　
量
　
様
　
69
歳

○
　
田
村
　
博
之
　
様
（
東
松
原
）

故
　
田
村
ツ
ネ
ヨ
　
様
　
82
歳

○
　
池
田
　
頴
二
　
様
（
戸
切
）

故
　
池
田
　
和
子
　
様
　
76
歳

○
　
有
村
俊
一
郎
　
様
（
百
合
ヶ
丘
）

故
　
有
村
　
弘
之
　
様
　
93
歳

○
　
力
丸
サ
ツ
キ
　
様
（
東
松
原
）

故
　
力
丸
　
博
光
　
様
　
59
歳

老
人
ク
ラ
ブ
寄
付

○
　
村
田
　
文
子
　
様

○
　
岩
崎
　
弘
子
　
様

い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト

と
　
き

４
月
14
日
(金)
午
後
６
時
30
分

〜
７
時

と
こ
ろ

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

出
演
者

松
本
え
り
子(

ピ
ア
ノ)

曲
　
目

ロ
ン
ド
・
カ
プ
リ
チ
オ
ー
ソ

ほ
か

※
入
場
無
料

玄
海
竜
二
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
嘉
穂
劇
場
選

抜「
座
長
大
会
」

と
　
き

４
月
29
日
(土)
①
午
後
２
時
②

午
後
６
時

と
こ
ろ

ハ
ミ
ン
グ
ホ
ー
ル(

全
席
指

定)入
場
料

○
前
売
三
千
円

○
当
日
三
千
三
百
円

各
時
代
の
人
物
か
ら
見
たお

か
が
き
の
歴
史

と
　
き

４
月
８
日
〜
５
月
27
日
の
毎

週
土
曜
日(

全
８
回)

午
前
10
時
〜
午
後

３
時

※
５
月
６
日
・
27
日
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク
の
た
め
、
６
日
は
午
前
10
時
〜

午
後
３
時
30
分
、
27
日
は
午
前
８
時

〜
午
後
５
時
30
分

受
講
料

三
千
円(

８
回
分)

※
別
途
教

材
費
が
必
要

締
め
切
り

４
月
６
日
(木)

パ
ソ
コ
ン
講
座
会
場
変
更
の
お
し
ら
せ

４
月
か
ら
、
パ
ソ
コ
ン
講
座
の
会
場

を
情
報
プ
ラ
ザ
人
の
駅
に
変
更
し
ま
す
。

「
子
ど
も
読
書
の
日
」
折
り
紙
教
室

簡
単
で
楽
し
め
る
折
り
紙
を
し
ま
す
。

と
　
き

４
月
22
日
(土)
午
前
10
時
〜
正

午と
こ
ろ

視
聴
覚
室

対
　
象

小
学
生
以
下(

３
歳
以
下
は
保

護
者
同
伴)

定
　
員

40
人(

先
着
順)

参
加
費

無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

４
月
20
日

(木)
ま
で
に
岡
垣
サ
ン
リ
ー
ア
イ
図
書
館

1
２
８
２
‐
５
５
６
６
へ

は
ば
た
け
青
春
の
翼

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

社
会
教
育

課
に
あ
る
応
募
用
紙
を
４
月
７
日
(金)
ま

で
に
福
岡
県
青
少
年
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
運

動
推
進
室
1
０
９
２
‐
６
４
３
‐
３
４

０
２
へ

と
　
き

４
月
20
日
(木)
午
後
７
時
〜
９

時
30
分

と
こ
ろ

ウ
エ
ー
ブ
ア
リ
ー
ナ

対
　
象

一
般
参
加
希
望
者(

チ
ー
ム
参

加)参
加
料

無
料

持
っ
て
く
る
も
の

上
靴
、
笛
、
運
動

の
で
き
る
服
装

問
い
合
わ
せ

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

連
盟(

野)

1
２
８
２
‐
７
７
４
０
へ

ス
ポ
ー
ツ

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
審
判
講
習
会
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１
９
４
５(
昭
和
20)

年
８
月
15
日
、
太

平
洋
戦
争
は
終
わ
り
ま
し
た
。

内
浦
国
民
学
校
の
記
録
に
は
、
当
時

の
こ
と
が
、「
県
下
の
中
等
学
校
長
、
国

民
学
校
長
、
市
町
村
長
緊
急
会
議
。
福

中
講
堂(

博
多)

。
午
後
三
時
〜
午
後
五
時
。

大
東
亜
戦(

戦
時
中
は
大
東
亜
戦
争
と
称

し
た)

終
戦
ヲ
告
グ
。
嗚
呼
あ

あ

事
終
レ
リ
」

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
嗚
呼
と
い
う
言

葉
に
、
長
く
続
い
た
戦
争
が
や
っ
と
終

え
て
、
ほ
っ
と
し
た
気
持
ち
が
込
め
ら

れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

15
日
の
緊
急
会
議
で
は
、
終
戦
の
伝

達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
17
日
に
は
、
大

東
亜
戦
争
終
結「
詔
書

し
ょ
う
し
ょ
」奉
読
式
が
、
夏

休
み
中
で
し
た
が
、
児
童
も
登
校
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

終
戦
と
い
っ
て
も
、
ま
だ
米
軍
の
奇

襲
攻
撃
に
備
え
て
、
学
校
を
使
用
し
て

い
た
郷
土
守
備
隊
の
動
き
が
物
々
し
か

っ
た
そ
う
で
す
。

８
月
15
日
は
、
戦
争
を
終
え
て
、
平

和
な
日
本
へ
の
出
発
点
と
な
り
ま
し
た

が
、
一
方
で
は
、
新
た
な
苦
難
の
道
を

歩
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

戦
争
で
は
、
約
三
百
二
十
万
の
尊
い

命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
に
、
外
地

(

国
外)

に
は
軍
人
や
一
般
人
が
残
さ
れ
て

い
て
、
こ
の
人
た

ち
の
復
員
や
引
き

揚
げ
が
始
ま
り
、

総
数
で
約
六
百
三

十
万
人
を
数
え
ま

し
た
。
満
州
か
ら

の
引
き
揚
げ
に
伴

う
中
国
残
留
孤
児

や
シ
ベ
リ
ア
抑
留

者
の
問
題
も
生
じ

ま
し
た
。

今
年
１
月
、
童

謡
歌
手
の
川
田
正

子
さ
ん
が
死
去
さ

れ
た
。
戦
後
、
ヒ

ッ
ト
し
た
「
里
の

秋
」
や「
鐘
の
鳴
る

丘
」
は
、
彼
女
が

歌
い
ま
し
た
。

「
里
の
秋
」
は
、

文
部
省
唱
歌
と
し

て
、
小
学
校
で
歌

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
歌
は
、
１
９
４
１

年「
星
月
夜
」と
し
て
作
ら
れ
ま
し
た
が
、

戦
後
、
３
番
を
作
り
替
え
て
、「
里
の
秋
」

と
し
ま
し
た
。
１
番
と
２
番
の
歌
詞
は

出
征
し
た
父
親
の
留
守
家
庭
の
様
子
を

歌
い
、
３
番
は
復
員
し
て
く
る
父
親
の

無
事
を
願
う
歌
詞
で
す
。

戦
後
の
教
育
は
、
軍
国
主
義
の
推
進

に
利
用
さ
れ
て
い
た
教
科
書
を
ど
う
す

る
か
が
、
大
き
な
課
題
と
さ
れ
ま
し
た
。

文
部
省
は
９
月
、「
新
日
本
建
設
ノ
教
育

方
針
」を
発
表
し
、「
今
後
ノ
教
育
ハ
益
々

国
体
ノ
護
持
ニ
努
ム
ル
ト
共
ニ
軍
国
的

思
想
及
施
策
ヲ
払
拭

ふ
っ
し
ょ
く
」す
る
こ
と
を
求
め

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
修
身
や
歴
史
、

地
理
の
教
科
書
は
、
児
童
か
ら
回
収
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

翌
年
の
１
月
、
国
語
や
算
数
の
教
科

書
の
削
除
や
修
正
箇
所
が
指
示
さ
れ
、

「
墨
塗
り
教
科
書
」が
誕
生
し
ま
し
た
。

当
時
、
内
浦
国
民
学
校
で
１
年
の
担

任
を
し
て
い
た
花
田
サ
ワ
子
さ
ん
は
、

墨
塗
り
を
さ
せ
た
日
の
こ
と
を
、「
教
科

書
の『
ヘ
イ
タ
イ
サ
ン
、
ス
ス
メ
、
ス
ス

メ
』や
飛
行
機
の
絵
な
ど
に
、
墨
を
も
っ

と
濃
く
、
も
っ
と
濃
く
と
い
っ
て
、
う

ま
く
す
れ
な
い
１
年
生
に
塗
ら
せ
ま
し

た
。
そ
の
最
中
に
、
Ｍ
Ｐ(

ア
メ
リ
カ
の

憲
兵)

が
来
て
、
教
頭
先
生
の
背
中
に
ピ

ス
ト
ル
を
突
き
つ
け
て
、
連
行
し
て
い

き
ま
し
た
。
怖
か
っ
た
で
す
。
中
廊
下

に
、
日
露
戦
争
の
戦
利
品(

槍)

が
置
か
れ

て
い
た
の
で
す
。
Ｍ
Ｐ
か
ら
片
付
け
る

よ
う
に
言
わ
れ
て
い
た
の
を
、
そ
の
ま

ま
に
し
て
い
ま
し
た
。
校
長
先
生
は
不

在
で
し
た
。
教
頭
先
生
が
学
校
に
戻
っ

て
き
た
の
は
、
一
週
間
後
で
し
た
」と
語

っ
て
い
ま
す
。

教
え
る
も
の
が
整
わ
な
い
状
態
で
、

戦
後
の
教
育
が
始
ま
り
ま
し
た
。

岡
垣
の
教
育

（
終
戦
間
も
な
い
こ
ろ
No
１
）

博多の町をゆく復員兵たち(1945年10月)『戦争と庶民』(朝日新聞社)から援用

岡
垣
歴
史
文
化
研
究
会

入
江
　
東
樹
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主
な
原
因
を
見
て
み
る
と
、
脳
血
管
疾

患(

脳
梗
塞
、
脳
出
血
な
ど)

、
加
齢
に
よ

る
衰
弱
、
転
倒
・
骨
折
、
認
知
症
、
関
節

疾
患
な
ど
で
す(

図
参
照)

。

こ
の
こ
と
か
ら
、
食
事
や
運
動
な
ど
に

気
を
付
け
、
よ
い
生
活
習
慣
を
身
に
付
け

る
こ
と
で
、
介
護
が
必
要
な
状
態
に
な
る

こ
と
を
予
防
で
き
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

①
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う

高
齢
期
に
体
を
動
か
さ
な
い
で
い
る

と
、
筋
力
が
落
ち
、
関
節
の
動
く
範
囲
が

狭
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
結
果
、

日
々
の
活
動
が
低
下
し
、
体
の
衰
弱
や
、

転
倒
・
骨
折
な
ど
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
日
ご
ろ
か
ら
体
を
積
極
的

に
動
か
し
て
、
筋
肉
や
骨
を
鍛
え
、
関
節

の
動
き
を
よ
く
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

だ
だ
し
、
体
調
に
合
わ
せ
て
無
理
の
な
い

範
囲
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

②
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
し
ま
し
ょ
う

高
齢
者
は
肉
や
魚
を
控
え
、
野
菜
の
多
い

あ
っ
さ
り
し
た
食
事
が
良
い
と
思
わ
れ
が
ち

で
す
が
、
偏
っ
た
栄
養
状
態
に
な
る
と
体
力

が
落
ち
て
衰
弱
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

肉
や
魚
に
含
ま
れ
る
た
ん
ぱ
く
質
は
、

体
を
構
成
し
て
い
る
大
事
な
成
分
で
あ

り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
体
を
動
か
す
資
源
で

す
。
高
齢
期
に
な
っ
て
も
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
食
事
が
大
切
と
い
え
ま
す
。

③
口
を
き
れ
い
に
、
飲
み
込
む
力
を
付
け

ま
し
ょ
う

高
齢
に
な
る
と
、
歯
の
数
や
唾
液
の
量

が
減
少
す
る
た
め
、
栄
養
の
吸
収
が
悪
く

な
っ
た
り
、
口
の
中
の
細
菌
が
増
え
や
す

く
な
っ
た
り
し
ま
す
。
ま
た
、
飲
み
込
む

機
能
の
低
下
か
ら
、
飲
食
物
が
気
道
に
入

り
や
す
く
、
肺
炎
な
ど
の
感
染
症
の
原
因

と
な
り
ま
す
。

食
後
の
歯
み
が
き
や
義
歯
の
手
入
れ
、

飲
み
込
む
機
能
を
高
め
る
た
め
の
口
や
舌

の
体
操
な
ど
が
大
切
で
す
。

④
心
に
活
力
を

介
護
予
防
の
た
め
に
は
、
体
の
こ
と
だ

け
で
な
く
、
心
の
健
康
も
必
要
で
す
。
心

の
活
動
が
低
下
す
る
と
、
身
体
を
動
か
す

こ
と
が
少
な
く
な
り
、
身
体
機
能
が
低
下

し
て
い
き
ま
す
。

閉
じ
こ
も
り
や
、
認
知
症
、
う
つ
状
態

の
予
防
の
た
め
、
趣
味
や
生
き
が
い
な
ど

楽
し
み
を
持
つ
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

ま
た
、
友
だ
ち
や
近
所
付
き
合
い
な
ど
他

人
と
交
流
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

老
化
は
だ
れ
に
で
も
訪
れ
、
高
齢
に
な
れ

ば
、
だ
れ
も
が
介
護
が
必
要
な
状
態
に
な
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
ま
で

過
ご
し
て
き
た
生
活
に
よ
っ
て
、
個
人
差
が

出
て
き
ま
す
。
老
化
を
遅
ら
せ
て
、
健
康
寿

命
を
延
ば
し
た
い
も
の
で
す
ね
。

健
康
福
祉
課
保
健
師
　
　
松
丸
　
実
子

ヘルシークッキング

野菜のポタージュスープ

介
護
が
必
要
に
な
っ
た
原
因
は
？

介
護
予
防
の
４
つ
の
柱

材
料

○
ジ
ャ
ガ
イ
モ
中
２
個
○
タ
マ
ネ
ギ
中
２

分
の
１
個
○
ニ
ン
ジ
ン
中
２
分
の
１
本
○

ベ
ー
コ
ン
４
枚
○
水
７
０
０
cc
○
コ
ン
ソ

メ
２
個
○
バ
タ
ー
大
さ
じ
１
と
２
分
の
１

○
小
麦
粉
大
さ
じ
２
と
２
分
の
１
○
牛
乳

２
０
０
cc
○
グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
大
さ
じ
１

○
塩
・
コ
シ
ョ
ウ
少
々

作
り
方

①
野
菜
を
１
セ
ン
チ
位
の
角
切
り
に
し
、

ベ
ー
コ
ン
は
１
セ
ン
チ
幅
に
切
る
。

②
①
を
バ
タ
ー
で
炒
め
る
。

③
小
麦
粉
を
入
れ
て
更
に
炒
め
、
水
と

コ
ン
ソ
メ
を
入
れ
て
煮
る
。

④
野
菜
が
柔
ら
か
く
な
っ
た
ら
牛
乳
と

グ
リ
ー
ン
ピ
ー
ス
を
入
れ
、
ひ
と
煮

立
ち
さ
せ
る
。

⑤
塩
・
コ
シ
ョ
ウ
で
味
を
調
え
る
。

一
人
分
の
栄
養
価

エ
ネ
ル
ギ
ー
１
８
７
kcal
、
た
ん
ぱ
く
質

７
・
６
ｇ
、
脂
質
７
・
２
ｇ
、
カ
ル
シ
ウ

ム
51
・
１
ｇ
、
塩
分
１
・
５
ｇ

岡垣町食生活改善推進会（ヘルスメイトの会）

最
近
、
介
護
予
防
と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
介
護
予
防
と
は
、
介
護
が
必
要
な

状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
ま
た
介
護
が
必
要
な
状
態
で
あ
っ
て
も
重
度
化
し
な
い
よ
う
に
、

心
身
の
働
き
の
低
下
予
防
や
回
復
に
取
り
組
む
こ
と
で
す
。

介
護
保
険
法
改
正
で
も
介
護
予
防
に
重
点
が
置
か
れ
、
今
年
の
４
月
か
ら
介
護
予
防
事
業

が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
内
容
は
、
介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
て
い
な
い
高
齢
者
の
う
ち
、
要

支
援
や
要
介
護
状
態
に
な
る
可
能
性
の
高
い
人
に
、
心
身
の
機
能
を
低
下
さ
せ
な
い
よ
う
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
、
ま
た
、
全
て
の
高
齢
者
へ
介
護
予
防
に
関
す
る
情
報
を
提
供

す
る
こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

第165回

は
じ
め
ま
し
ょ
う
、
介
護
予
防

■65歳以上の要介護の原因 

要介護 

脳血管障害 
（脳卒中など） 

26％ 

高齢による 
衰弱 
17％ 

転倒・骨折 
12％ 

認知症 
（痴呆） 
11％ 

関節疾患 
11％ 

パーキン 
ソン病 
6％ その他 

17％ 

厚生労働省「国民生活基礎調査」（2001年）から 



第
1

第
4第

2

第
3

水 

木 水 

木 水 

木 
東高陽、鍋田、南高陽、 
西高陽、高陽、東松原、 
百合ヶ丘、東海老津 
三吉、三吉団地、吉木、 
高塚、塚原、西黒山、 
東黒山、糠塚、山田 
湯川、波津、原、内浦、 
手野、新松原、元松原、 
海老津、上畑、新海老津 

戸切、戸切白谷、 
戸切百合野、上海老津、 
龍王団地、山田峠 

野間（一、二、三、四）、高倉、 
上高倉、西山田、茅原、 
南山田、東山田、緑ヶ丘 

旭東、旭中、旭西、旭南、 
高尾、松ヶ台、公園通り 

○有料シールを貼付してください○粗大ごみは自宅まで取りに行きます 
○出せるごみは「ごみの分け方、出し方」を見てください 

上畑、海老津、戸切百合野 

波津、吉木、野間、戸切白谷、戸切、海老津、 
戸切百合野 

東黒山、塚原、吉木、三吉、手野、三吉団地、 
原、波津、内浦 

糠塚、東黒山、山田、戸切、西山田、高倉、 
上高倉、吉木、高塚、塚原 

波津、吉木、東黒山、三吉、内浦、手野、 
戸切、西黒山、高倉、上高倉、新松原、元松原 

月2回 
大型汲取り 
収集地区 

A（1日目） 

B（2日目） 

A（1日目） 

B（2日目） 

C（3日目） 

月2回 
小型汲取り 
収集地区 

し尿収集日程　人頭制（普通式・無臭式）従量制（量による汲取り式） 

粗大ごみ収集日程 し尿収集日程表（月2回汲取り） 

○保育料………………4月分 
　(延長保育料は3月分) 
○町営住宅家賃………4月分 
○軽自動車税…………1期分（5月1日） 

土日祝日を除く収集日の2日前までに環境共生課へ電話で申し込んでください 

１日 

２日 

３日 

４日 

５日 

６日 

７日 

８日 

９日 

10日 

11日 

12日 

13日 

14日 

15日 

16日 

高倉、上高倉、新海老津、野間一 
野間二、野間三、野間四、山田、 
西山田、東山田、南山田、茅原、桜台 

湯川、原、波津 

月２回汲取りＡ 

月２回汲取りＢ、波津、元松原 月２回汲取りＢ 

月２回汲取りＡ 

月２回汲取りＣ 

内浦、手野、西黒山、東黒山 

内浦、高倉、海老津、野間四 

三吉、吉木 

高倉、吉木 

月２回汲取りＡ、糠塚 

月２回汲取りＡ 月２回汲取りＢ、上高倉 

月２回汲取りＣ、高塚、吉木 

手野、新松原、東山田、 
海老津（小局方面）、上畑 

高陽、東高陽、戸切、戸切百合野、 
戸切白谷、海老津 

○女性のための悩みごと相談 
　 ｢おかがきホ ットライン｣　10:00～17:00 
　　　　1092－741－7140《毎週水曜日》 
○教育電話相談(教育委員会内) 
　　　　1282－4884《毎週月・水・金曜日》 
○心配ごと相談　13:30～16:00 
　14日(金)いこいの里、21日(金)東部公民館  
　28(金)いこいの里 

○法律相談　13:30～16:30 
　14日(金)、28(金)いこいの里 
　※要電話予約1283－2940 
○行政相談　13:30～16:00 
　14日(金)、28(金)いこいの里 
○交通事故相談　10:00～16:00 
　12日(水)ハピネス中間 
　1244－1111

4月の納期 各　種　相　談 

休日・夜間の当番医は 
遠賀郡消防署　1293－1231へ 

吉木、高塚、元松原、西黒山 
 

吉木(正矢口方面)、塚原Ｂ 

吉木(正矢口・古小路方面)、 
塚原Ａ、吉木 
 

三吉、吉木(古小路)

三吉 

三吉団地、三吉 

手野、新松原、内浦 

野間三(高倉団地、西鉄団地)、 
海老津、吉木、緑ヶ丘 

月２回汲取りＢ 

東黒山、西黒山、糠塚、海老津 

高倉 

吉木、高塚、上畑、海老津 
上高倉 

山田、東松原、百合ケ丘、鍋田、 
高陽、東高陽、西高陽、東海老津、 
海老津、新海老津、山田峠、糠塚 

戸切、戸切百合野、戸切白谷、 
上海老津 

戸切、戸切百合野① 

戸切、戸切百合野② 

大　型　車 小　型　車 

糠塚、高倉、吉木（倉丸方面） 

4月 
17日 

18日 

19日 

20日 

21日 

22日 

23日 

24日 

25日 

26日 

27日 

28日 

29日 

30日 

大　型　車 小　型　車 4月 

波津、原、内浦 

吉木（倉丸方面） 

人　口…32,172人(＋44) 
　　　内160人は外国人 
女　性…16,867人(＋22) 
男　性…15,305人(＋22) 
世帯数…11,901世帯(＋52) 
　　内79世帯は外国人世帯 
　　  (　　)は前月との比較 

出　生…21人 
死　亡…22人 
転　入…122人 
転　出…77人 
まちの広さ…48.51km2

ひとの動き（2月末） 人身事故件数（1月） 救急・火災医療（2月） 
救急 出場件数 77 

　　 搬送人員 74 

火災 出火件数 4 

　　 り災世帯 2 

 

火災の問い合わせ　遠賀郡消防本部10180-999-998

15 

0 

1 

19

（－8） 

（±0） 

（－1） 

（－17） 

（－8） 

（±0） 

（－1） 

（－17） 

15 

0 

1 

19

1月（前年比） 累計（前年比） 
事故件数 

死亡者数 

重傷者数 

軽傷者数 

16



4月の行事予定 

2 
（日） 

3 
（月） 

10 
（月） 

9 
（月） 

11 
（火） 

4 
（火） 

5 
（水） 

12 
（水） 

6 
（木） 

7 
（金） 

1 
（土） 

8 
（土） 

15 
（土） 

14 
（金） 

16 
（日） 

23 
（日） 

17 
（月） 

24 
（月） 

18 
（火） 

25 
（火） 

26 
（水） 

27 
（木） 

28 
（金） 

19 
（水） 

13 
（木） 

20 
（木） 

21 
（金） 

22 
（土） 

いこいの里 

スポーツ大会 

こども未来館 

母子健康手帳交付(こども未来課)9:00～9:20受付 

ポリオ予防接種(いこいの里)13：15～13：45受付 

創作工房人の駅(情報プラザ人の駅)11:00～16:00

母子健康手帳交付(こども未来課)9:00～9:20受付 

子育て相談(こども未来館)9:30～11:30  
自由広場(こども未来館)9:30～11:30  
健康相談(東部公民館)10:00～11:30

４か月児健診(いこいの里)13:00～13:15受付  
７か月児健診(いこいの里)13:15～13:30受付 

町立保育所入所式(東部保育所)9:00(中部保育所)9:30  
第8回春まつり(成田山不動寺境内地ほか)10:00～15:00 
※雨天時2日(日)

にこにこクッキング「予約制」(中央公民館)10:00～12:30

町立中学校入学式(町内各中学校)9:30

町立小学校入学式(町内各小学校)9:30

29 
（土） 

30 
（日） 

母子健康手帳交付(こども未来課)9:00～9:20受付 

３歳児健診(いこいの里)13:00～13:20受付 

祝・みどりの日 

こどもの発達相談「予約制」(役場)9:00～12:30  
にこにこ育児サークル(こども未来館)10:00～11:30

母子健康手帳交付(こども未来課)9:00～9:20受付 

ポリオ予防接種(いこいの里)13：15～13：45受付 

献血(役場)9:00～11:30

駅
前
ぎ
ゃ
ら
り
ー
・・・
４
月
上
旬『
駅
前
ぎ
ゃ
ら
り
ー
10
周
年
記
念
運
営
実
行
委
員
作
品
展
』　
下
旬『
あ
と
り
え
岡
垣
作
品
展
』 

2日 
 
 

8日 
 
 

9日 
14日 

 
16日 
21日 

 

22日 
 
 

23日 
29日 

 
 

30日 
 

おはなし会14:30 
サンリーアイカルチャー 
　フェスタ13:30 
おはなし会14:30 
カンタービレサロン 
　コンサートX19:00 
おはなし会14:30 
いちご畑のコンサート 
　18:30～19:00 
おはなし会14:30 
いちご畑のコンサート 
　18:30～19:00 

おはなし会14:30 
いちご塾文化講演会 
　18:45 
おはなし会14:30 
玄海竜二プロデュース 
　嘉穂劇場選抜「座長大会」 
　①14:00②18:00 
第25回福岡県少年空手道 
　選手権大会9:30 
おはなし会14:30

5日 
 
 

7日 
 

8日 
 
 
 

9日 
 
 
 

13日 
 

15日 
 
 

16日 
 
 
 

18日 
 

22日 
 

23日 
 

27日 

アトピー・アレルギー児の
情報交換会 
　10:00～11:30 
ぷくぷくクラブ 
　10:00～11:00 
フリークライミング 
　13:00～16:00 
音楽ひろば 
　10:00～11:00 
おもちゃ病院 
　10:00～16:00  
野外・スポーツクラブ 
　10:00～11:00 
ぷくぷくクラブ 
　10:00～11:00 

野外・スポーツクラブ 
　10:00～11:00      
料理クラブ10:00～ 
フリークライミング 
　13:00～16:00 
おもしろクラブ 
　10:00～11:30 
プレママクラブ 
　10:00～11:30 
親子で楽しむ折り紙 
　10:00～12:00 
おもしろクラブ 
　10:00～11:30 
ぷくぷくクラブ 
　10:00～11:00

2日 
 

4日 
 
 

9日 
 
 
 

11日 
 

16日 
 
 
 

20日 
 

22日 
 
 
 

23日 
 
 
 
 
 
 
 

25日 
 

29日 
 

30日 

ソフトボール連盟・春季大会「１日目」(町民総合グラウンド) 
　　8:00～17:00 
登山連盟・篠栗歩こう会（篠栗町）7:30～16:30 
バスケットボール連盟・春季町内大会(ウエーブアリーナ) 
　　8:00～20:00 
少年軟式野球連盟・第15回岡垣・中間交流試合大会 
　　（松ヶ台グラウンド）7:00～18:00 
ソフトボール連盟・春季大会「2日目」 
　　(町民総合グラウンド) 8:00～17:00 
ゲートボール連盟・春の親善ふれあい大会 
　　(町民総合グラウンド)8:30～13:30 
バレーボール連盟・混合バレーボール大会「青年・前期」 
　　(ウエーブアリーナ)9:00～20:00 
ソフトボール連盟・春季大会「3日目」(町民総合グラウンド) 
　　8:00～17:00 
ソフトバレーボール連盟・審判競技講習会 
　　(ウエーブアリーナ)19:00～21:30 
第3回岡垣ウォーキング大会・マラソン大会 
　　（サイクリングロード）9:00～12:00 
少年サッカー連盟・全日本少年サッカー大会予選 
　　（松ヶ台グラウンド）8:00～18:00 
バレーボール連盟・混合バレーボール大会「壮年・前期」 
　　(ウエーブアリーナ)9:00～20:00 
少年サッカー連盟・全日本少年サッカー大会予選 
　　（松ヶ台グラウンド）8:00～18:00 
ソフトボール連盟・春季男女混合大会(町民総合グラウンド) 
　　8:00～15:00 
硬式テニス連盟・秋季ダブルス大会(町民テニスコート) 
　　8:00～18:00 
ペタンク連盟・三里松原ペタンク交流大会 
　　(町民総合グラウンド)8:00～16:00 
少年サッカー連盟・全日本少年サッカー大会予選 
　　（松ヶ台グラウンド）8:00～18:00 
少年サッカー連盟・全日本少年サッカー大会予選 
　　（松ヶ台グラウンド）8:00～18:00 
卓球連盟・卓球教室（町民体育館）8:30～16:00

1日 
8日 
9日 
 

15日 
16日 

22日 
23日 
29日 
30日 

日本舞踊峰生会(藤扇 峰生) 
新舞踊翼流(翼 しげる) 
カラオケ 
　(歌謡教室演歌みち) 
日本舞踊智賀流(智賀 聖菊) 
日本舞踊翠秀流(翠秀 珠玉) 

新舞踊末広会(吹雪 さくら) 
藤丘新舞踊(藤丘 竜聖) 
日本舞踊翔乃流(翔 千聖) 
カラオケ(日恵歌謡倶楽部)

ふれあいイベント(12:30～13:30)

おもちゃ図書館日程(13:00～16:00)　8日・22日 

（　 町イベントなど　  健康福祉事業） 
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今回の表紙

3月10日に町内の中学校で卒業式が行わ

れました。卒業生は、岡垣中学校が218人、

岡垣東中学校が111人で、合計329人でし

た。

慣れ親しんだ校舎や先生、友だちといっ

た中学校生活への別れ。卒業式も終わり、

校庭で後輩たちに見送られる卒業生たちに

は、涙と笑顔があふれていました。

3月10日、晴天。卒業式の取材に行きました。今年は式典の撮影だけ
ではなく、卒業生が学校を去る風景も撮影しました。後輩や友人、先生
と別れを惜しむ姿、新しい生活への希望に満ち溢れた姿など、生徒の表
情はさまざま。それを見ているだけで、私も胸いっぱいになりました。

(竹森)

岡垣中学校に卒業式の取材に行きました。卒業生が校歌を歌うのは、
これが最後じゃないかと思います。岡垣中学校では、卒業式の校歌斉唱
は、卒業生全員による大合唱です。私も岡垣中学校の卒業生ですが、こ
んなに迫力のある校歌を聞いたのは初めてでした。 (村上)
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づ
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コ
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古
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合
率
1
0
0
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再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

町
内
の
小
学
校
で
は
、
６
年
生
に
俳

句
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
町
内
在
住

の
俳
人
、
岸
原
清
行
さ
ん
の
指
導
の
も

と
、
自
然
を
五
感
で
感
じ
、
五
七
五
の

リ
ズ
ム
に
乗
せ
た
俳
句
で
表
現
す
る
学

習
で
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
岸
原
さ
ん
か
ら
俳

句
の
面
白
さ
や
作
り
方
を
聞
い
た
あ

と
、
学
校
の
周
り
の
自
然
を
体
感
す
る

吟
行(

俳
句
の
題
材
を
求
め
て
外
に
出
る

こ
と)

に
出
て
俳
句
を
作
り
、
俳
句
会
を

し
ま
し
た
。

５
つ
の
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
の
作

品
を
ま
と
め
た
卒
業
俳
句
集
に
は
、
子

ど
も
ら
し
い
個
性
あ
ふ
れ
る
作
品
が
集

ま
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
俳
句
集
の

タ
イ
ト
ル「
風
の
こ
こ
ろ
」を
名
付
け
た
、

内
浦
小
学
校
の
６
年
生
を
紹
介
し
ま

す
。

俳
句
学
習
を
終
え
て

岸
原
先
生
を
招
い
て
の
俳
句
学
習

は
、
豊
か
な
緑
や
海
と
い
っ
た
自
然
の

贈
り
物
を
当
た
り
前
と
思
っ
て
い
た
子

ど
も
た
ち
が
、
こ
の
ふ
る
さ
と
の
良
さ

を
見
直
し
、
そ
れ
を
言
葉
で
表
現
す
る

楽
し
い
学
習
と
な
り
ま
し
た
。

内
浦
小
学
校
校
長
　
田
中
　
和
則

海
風
に
吹
か
れ
て
泳
ぐ
す
す
き
か
な

池
田
　
瑠
璃

大
ク
ス
は
冬
が
来
た
の
を
知
っ
て
い
る

竹
井
　
　
樹

山
の
中
心
い
や
さ
れ
風
の
音

田
中
　
俊
光

紅
葉
の
季
節
に
な
っ
た
森
の
中

安
永
　
直
人

冬
の
山
風
が
ぴ
ゅ
う
ぴ
ゅ
う
吹
い
て
い
た

佐
々
木
芙
歩

ね
こ
じ
ゃ
ら
し
森
の
手
前
で
光
っ
て
る

市
津
　
愛
理

ひ
よ
ど
り
が
静
か
な
森
で
な
い
て
い
る

上
貝
　
成
実

冬
の
風
砂
も
さ
ら
さ
ら
と
ん
で
行
く

石
田
　
美
咲

深
い
霧
木
綿
の
山
を
一
の
み
だ

廣
渡
　
　
彩

波
し
ぶ
き
白
く
輝
く
秋
の
海

青
柳
　
　
遥

砂
浜
に
き
れ
い
な
砂
紋
冬
の
海

刀
根
　
彩
香

じ
ぞ
う
さ
ん
柿
の
実
も
ら
い
う
れ
し
そ
う

山
之
内
　
徹

秋
の
日
を
し
ず
か
に
な
ら
す
海
の
音

佐
々
木
智
世

秋
空
に
雲
が
き
れ
い
に
並
ん
で
る

市
津
　
芙
美

パ
リ
パ
リ
と
音
出
す
枯
れ
葉
い
い
音
だ

青
柳
　
竹
信

秋
の
空
雲
は
続
く
よ
ど
こ
ま
で
も

長
畑
　
祐
美

い
ち
ょ
う
の
木
辺
り
一
面
秋
の
色

川
原
菜
保
美

青
や
赤
色
と
り
ど
り
の
木
の
実
た
ち

吉
岡
　
航
樹

か
ま
き
り
が
道
の
真
ん
中
歩
い
て
る

松
井
　
裕
也

秋
の
波
静
か
な
山
に
ひ
び
い
て
る

刀
根
　
享
大

冬
の
海
テ
ト
ラ
ポ
ッ
ト
に
体
あ
た
り

吉
田
　
優
介

空
見
る
と
風
に
流
さ
れ
枯
れ
葉
飛
ぶ

川
原
　
義
史

落
ち
葉
の
マ
ッ
ト
み
ん
な
で
ふ
め
ば
秋
の
音
石
田
　
優
介

秋
風
が
潮
の
香
り
を
運
ん
で
る

宮
崎
　
芙
奈

ク
コ
の
実
が
真
っ
赤
で
人
の
口
び
る
だ

赤
塚
　
直
也

赤
い
葉
が
ひ
ら
ひ
ら
ひ
ら
と
落
ち
て
い
る

安
部
　
佳
憲

遠
く
か
ら
押
し
寄
せ
て
く
る
秋
の
波

成
富
　
啓
仁

山
道
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
つ
わ
の
花

藤
絵
里
奈

ひ
よ
鳥
が
ピ
ー
ヨ
ピ
ー
ヨ
と
森
の
中

太
田
　
信
長

地
蔵
の
前
柿
が
二
つ
並
ん
で
る

玉
江
　
弘
平

サ
ク
サ
ク
サ
ク
ぼ
く
た
ち
歩
く
落
ち
葉
道

竹
井
　
誠
登

子
ら
と
来
て
冬
の
海
辺
の
に
ぎ
や
か
さ

實
吉
裕
二
先
生

俳
句
を
通
し
て
日
本
の
文
化
を
味
わ
う

内
浦
小
学
校
６
年
１
組
俳
句
体
験
学
習


